
世界遺産管理に係る主な取組状況 

取組項目 概要 

1．村民生活に

直接的に係る取

組

◆オガサワラオオコウモリ

食害対策

【資料 1-1】 

・オガサワラオオコウモリが農作物被害防除用の防鳥ネット等に絡まるこ

とで発生する滅失等の事故を防止するため、オオコウモリに対する高い

安全性と食害防除効果が認められた硬質樹脂製ネット等の普及事業を

実施 

◆集落・農地でのネズミ対

策

【資料 1-2】 

・生態系保全事業との関連による増減が想定される外来ネズミ類の対策

について、生態系に限らず生活や農業を守るための対策を関係行政機

関が連携して実施 

◆ペット等に関する新たな

条例の検討状況

【資料 1-3】 

・ペットをはじめとした動物を適正に管理すること等により、生態系への影

響を未然に防止するため、ペット等の動物を適正に管理するための条

例の検討中 

◆小笠原動物協議会

【資料 1-4】 

・関係機関・団体により、「人とペットと野生動物が共存する島づくり」の実

現を目指して協議会を設立

・野生動物の保護、飼い主のいないネコ対策、ペットの適正飼養の各取組

の実施及び動物対処室を運営

◆村民参加の森づくり

プロジェクト

【資料 1-5】 

・返還 50 周年を契機として小笠原固有の樹木「オガサワラグワ」を中心に

村民や来島者が自然を身近に感じられる場と機会を創出するため、「オ

ガグワの森」と「母島の森」づくりを継続中 

◆村民向け 現地での普

及啓発

【資料 1-6】 

・村民に小笠原の自然に対する興味を深めてもらうとともに世界遺産の課

題を共有するため、村民向け視察会、ボランティアによる外来種駆除作

業を実施 

◆村民との意見交換

【資料 1-7】 

・遺産登録後の観光・生活の変化や遺産価値等についての意見交換や

外来種対策などの具体的取組に関する情報共有

・７月 28 日（日）：母島、30 日（火）：父島にてオガサワラグワをテーマとし

た発表と意見交換として「オガグワの集い」を開催予定

2．植生に係る取

組 

◆固有森林生態系保全・

修復等事業

【資料 1-8】 

・弟島、兄島、父島、母島等で外来植物駆除を実施。弟島ではオガサワラ

グワ周辺の生育環境改善を検討。

・兄島でのグリーンアノール対策として、Ｂ・Ｃラインのメンテナンス作業を

実施予定。

・各生物群において、薬剤駆除後の影響、土壌や渓流水への残留農薬濃

度等を調査予定。

◆森林生態系の維持・再

生（母島北部のアカギ

駆除等）

【資料 1-9】 

・アカギ駆除後は、光環境が改善し、高木層ではコブガシやモクタチバナ

などが成長・開花・結実。オガサワラビロウやアカテツ、シマホルトノキ

等が優占する場所もある。 

◆希少植物保護増殖事業

【資料 1-10】 

・国内希少植物 12 種の保護増殖事業を継続。

・種により、状況・課題が異なる。ノヤギの駆除等により回復が見込まれる

種がある一方、開花や結実、発芽が見られないなどの課題がある種も

ある。 

◆ネズミ対策（媒島・嫁島）

【資料 1-11】 

・嫁島において、殺鼠剤散布（手撒き）とベイトステーションの設置。急傾

斜及び崖地はドローンにより散布。センサーカメラでモニタリング。

・嫁島：7 月及び 9 月実施。媒島はモニタリングを実施。

資料１ 
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取組項目 概要 

2．植生に係る取

組（続き） 
 

◆ネズミ対策（南島） 

【資料 1-12】 

・センサーカメラによるモニタリングと、ベイトステーションによる駆除を継

続。 

 

 ◆ノヤギ対策 

【資料 1-13】 

・5 か年程度で計画的にノヤギの根絶を目指す。 

・今年度は 248 頭捕獲を目指し、2 月までノヤギ排除作業を実施。 

 

 ◆小笠原諸島における在

来樹木による森林の修

復手法の開発 

【資料 1-14】 

・過去の外来植物駆除地の調査によるエリアごとの最適な駆除手法等の

検討。 

・外来樹木の駆除地への在来樹木の導入試験の実施。 

・各島にて採取した在来樹木種子の保存試験の継続。 

・「小笠原の植生回復に関する基本的な考え方（案）」の内容の検討。 

 

3．陸産貝類に

係る取組 

◆陸産貝類域内保全対策

（個体群再生等） 

【資料 1-15】 

・チチジマカタマイマイは父島巽崎と巽島でしか生息が確認されていな

い。アナカタマイマイは巽島と母島北端部で生息が確認されているが、

母島北端部は遺伝的な差異があり、進化的な価値を有す。 

・種の絶滅を回避することを目指し、巽島の安定的な個体群維持のため

の補強、南島の個体群再生のための再導入を目指す。現在、環境調

査や再生計画の検討を実施中。 

 

 ◆陸産貝類域内保全（兄

島等でのネズミ防除）対

策 

【資料 1-16】 

・カタマイマイ属では重要保全エリア内でわずかに増加傾向、オガサワラ

ヤマキサゴ属も増加傾向。 

・重要保全エリア内ではクマネズミの生息密度を低密度状態に維持、BS

による対策を行っていないエリアでは撮影率が上昇している箇所があ

り、BS を増強する追加対策を実施している。 

 

 ◆母島陸産貝類域内保全 

(モニタリング・監視） 

【資料 1-17】 

 

・母島の陸産貝類は、小笠原の他の島に比べ、年ごとの生息密度の増減

が著しく、複数年の傾向で判断することが重要。 

・昨年度はカタマイマイ属が比較的良好に維持されている箇所がある一

方、減少がみられる箇所もあった。 

・昨年度は多くの場所で地上性ｵｶﾞｻﾜﾗﾔﾏｷｻｺﾞ属が減少。樹上、地上とも

にノミガイ類が減少し、全くみられない地点もあった。 

 

 ◆母島陸産貝類域内 (土

付き苗対策） 

【資料 1-18】 

 

・陸産貝類に大きな影響を与えるウズムシについては、土付き苗の島内

への移動により侵入リスクが高い。 

・土付き苗対策として温浴処理をすることを想定し、設置個所を調整中。 
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取組項目 概要 

3．陸産貝類に

係る取組（続き） 

◆陸産貝類域内保全（ツ

ヤオオズアリ防除）対策  

【資料 1-19】 

 

＜①母島・南崎＞ 

・防除対策により、南崎で生息範囲を狭めることに成功中。 

・駆除が進みにくい箇所もあり、今年度、ベイト剤の設置強化等を実施。 

＜②母島・北港＞ 

・平成 27 年 10 月から駆除及びモニタリングを実施。 

・現在、継続的な確認はされていないが、季節によって巣が移動するなど

の困難性があり、根絶には至っていない。 

＜③母島・集落地＞ 

・既に定着が確認されている母島の農地や集落でのツヤオオズアリ防除

対策を行い、遺産地域への新たな拡散を防止するために平成 29 年度

より開始 

・平成 30 年度には、各実施箇所にて大幅に確認個体数が減少したが、

根絶には継続的な取組が必要 

＜④父島・宮之浜園地＞ 

・平成 29 年 5 月から駆除を実施。 

・現在、D エリアのみで出現が継続中。 

・引き続き、駆除及びモニタリングを継続。 

 

 ◆母島陸産貝類域内保全

（アジアベッコウマイマイ

防除）対策 

【資料 1-20】 

・2016 年に評議平の道沿いで初確認（父島では確認されていない）。 

・農作物への被害、固有陸産貝類への影響が懸念。 

・駆除しているものの、農地周辺で広く薄く分布し、その範囲が徐々に広

がっている状況 

 

 ◆陸産貝類生息域外保全 

【資料 1-21】 
・世界遺産センター保護増殖室と扇浦屋外飼育施設、4 動物園で父島産

陸産貝類の域外保全を実施。 

・遺産センターでは 6 種 13 個体群を飼育し、全ての種で繁殖が成功。飼

育スペースがほぼ上限に達しているため、一部の種で繁殖制限等を実

施。 

・母島島内でオガサワラオカモノアラガイの試験飼育を実施。2018 年、孵

化した個体が成長中。また、母島産の一部のカタマイマイ属の飼育技

術確立に向けて試験飼育を開始予定。 

 

4．昆虫類に係る

取組 

◆固有昆虫保全 

（グリーアノール対策） 

【資料 1-22】 

＜兄島＞ 

・Ｂライン以北へのアノール拡散防止を概ね維持できているが、B エリア

中央部で生息密度の高まりつつある。 

・昨年度はアノールの影響と思われるヒメカタゾウムシの減少傾向が確認

された。 

＜母島新夕日ヶ丘＞ 

・侵入防止柵内では、侵入抑制と捕獲により固有昆虫類への捕食影響を

低減出来ている。 

＜その他＞ 

・ドローンによるアノール探索、散布型トラップ試験、化学的防除（薬剤）試

験の実施予定。 
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取組項目 概要 

4．昆虫類に係る

取組（続き） 

◆固有昆虫保全（保護増

殖事業） 

【資料 1-23】 

 

・オガサワラハンミョウは今年度も兄島の生息地への再導入を実施する予

定。 

・希少トンボ類は引き続き、生息状況の調査、トンボ池の管理、環境改善

等を継続予定。また、生息状況を把握するため、主な生息地である弟

島、兄島、母島での全沢調査を実施予定。 

・オガサワラシジミについては、まずは生息域外保全の個体群を安定的な

維持が必要であり、多摩動物公園以外での分散飼育を目指し、準備・

調整を進めている。また、生息域内の調査、生息環境の改善も継続予

定。 

 

5．ほ乳類、鳥類

に係る取組 

◆希少野生動物保全（ア

カガシラカラスバト、オ

オコウモリ保護増殖）対

策 

【資料 1-24】 

＜アカガシラカラスバト＞ 

・ノネコのリバウンドにより個体数増加傾向は頭打ちの状態であったが、

H30 年度には父島で増加傾向が見られた。 

＜オガサワラオオコウモリ＞ 

・調査が進んでいない母島において生息状況等の調査等を実施。父島で

捕獲されたオス個体が母島で確認され、父島から母島へ移動している

ことが分かった。 

 

 ◆希少鳥類保護管理対策

調査事業 

【資料 1-25】 

・母島等において、アカガシラカラスバト・オガサワラカワラヒワ・オガサワ

ラノスリ生息・繁殖状況のモニタリングを実施。 

・オガサワラカワラヒワは、観察数が年々減少しており、絶滅の危険性が

高まっている。 
 

 ◆希少野生動物保全（ノ

ネコ捕獲等）対策 

【資料 1-26】 

・母島南崎ではカツオドリ、ミズナギドリ等が繁殖。2018 年、父島南崎でも

カツオドリ、オナガミズナギドリ、アナドリの営巣が確認。 

・2014 年以降、捕獲数がリバウンドし続け、2016 年夏以降に捕獲圧を増

加、2018 年はさらに捕獲圧を増強。2018 年はノネコの増加傾向を

2015 年レベルに抑制できた。 

・母島では保全対象種の生息地等が重なる南部地域での捕獲を実施。 

 

6．その他の取

組 

◆小笠原世界遺産センタ

ーの運営（普及啓発・外

来種対策） 

【資料 1-27】 

・世界自然遺産への関心を深め、その価値や課題を共有すること、地域と

連携した保全の取組を進めることを目的として、遺産センターでの普及

啓発事業を実施。 

・人や荷物の運搬などにより、意図的・非意図的に本来生息しない生き物

を属島に運び、固有の生き物に深刻な影響を与える恐れがあることか

ら、それらを防止するため、燻蒸や冷凍処理等により、外来種対策を実

施。 

 

 ◆海域の気候変動モニタ

リングとオニヒトデ対策） 

【資料 1-28】 

・気候変動モニタリングの一つとして、海水温を計測。（世界遺産委員会か

らの奨励事項関連）。また、海域公園地区内の景観保全のため、オニヒ

トデの生息状況を確認、試験的に駆除。 

・H30 は海水温が高く、宮之浜でサンゴ類の白化現象が見られた。全体と

しては白化率は低く、大規模な影響は無かった。 

・製氷海岸で地元ダイバーと連携しオニヒトデの駆除を実施。 
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